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近世東濃周辺の作事に従事した知多大工

山口　　潤
（妻木城址の会）

１．はじめに
　近世における大工の作事活動を研究する上で、
社寺の棟札は最も豊富で有力な情報源である。東
濃地方周辺における棟札の調査は、これまで各市
町村史の編纂過程において行われたものが多かっ
たが、一部が公表されている程度の断片的な情
報だったため、総合的な傾向をつかむことが難し
かった。しかし、2010 年 3 月に可児市史編纂室
により悉皆調査に基づいた資料集が刊行され（１）、
また、土岐市妻木町周辺においても、妻木城址の
会が長年にわたって精力的に調査・整理を行い、
データベース化が進められており、まとまった数
量での比較検討が可能となりつつある。
　このように、近世東濃地方における各村々の社
寺造営の担い手たちが通時代的に明らかとなる中
で、特に目を引くのは、遠来の知多出身大工が散
見されることである。これらは個々に見れば１か
所の神社で 1、2 回程度の関与なので、従来関心
を持たれることがなかったが、広域的に見た場合、
尋常ではない件数となり、この地域の作事におい
て一大勢力であったことが浮かび上がる。本稿は、
棟札や文献史料をもとに、知多大工の関与した作
事の事例を挙げ、その活動の実態と背景を考察す
るものである。

２．知多の風土と『尾張徇行記』等に見ら
　れる大工の出稼ぎ
　知多半島は平野が乏しく灌漑が難しい地形のた
め、農耕適地が少なかった。それに比して人口は
近世を通じて増加したため、様々な出稼ぎ手段が
発達し、尾張藩も他国稼ぎを容認していたという

（２）。そのうち土木に従事した黒鍬稼ぎ、主に消
費地に出向して農具を鍛造した大野鍛冶などが特
に有名で、文献史料、明治年間に従事した古老の
証言、民俗資料などから、詳細な研究が進められ

ている（３）。
　一方、大工も出稼ぎ手段の一つとして、江戸時
代後期の知多の風土を記した『尾張徇行記』に
は、いくつかの村において記述が見られる。特に
切
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村は「大工二十四、五人ありて三州・濃州あ
たりまでも傭われ行き産業とす」（４）とあり、三河
から美濃にかけての地方を主要な行き先としてい
たことがわかる。その切山村は、文政 3 年（1820）
時点で、村民 16 ～ 60 歳の男子人口 82 人のうち、
36 人が大工職として出稼ぎをおこなっていたと
され、村の経済を支える主要な生業であった（５）。
　このように出稼ぎにより大工を送り出す動機は
明らかだが、行き先や作事例など具体的な部分は、
これまでほとんど把握されてこなかった（６）。一
方、受け入れ側である美濃においては、近世の大
工に関する研究がほとんどおこなわれてこなかっ
たため、遠く知多からの大工が棟札に名を連ねる
理由については、従来触れられてこなかった（７）。
そのために送り出す側と受け入れ側の情報の接点
がこれまではほとんどなかったのである。

３．棟札・文書に見られる知多大工が従事
　した作事
　143 ～ 145 頁資料 1・2 は、東濃地方周辺の棟
札や文書にみられる知多の大工を一覧にしてまと
めたものである。明治時代の 6 件を含めて、現
時点で 70 件以上の作事への関与が確認できた。
地元や近隣を除けば、名古屋や畿内系の大工も散
見されるものの、知多の大工の件数は圧倒的に多
い。妻木八幡神社文書では、知多大工が穀物蔵や
土蔵を手がけた記録もあるので、社寺だけではな
く、民家等の作事も手がけていた可能性を示して
いるが、こうした建物は現存しない上、記録とし
ても残っていないか、公表されるのが稀であるた
め、実態を把握することは社寺よりもはるかに難
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表 1：東濃地方の作事に従事した知多の大工
出身村の内訳

しい。
　東濃周辺において知多大工の関与した作事の最
も古い事例は、今のところ享保 13 年（1728）の
土岐市鶴里町若宮神社社殿等の葺替である。東濃
地方全体として見れば、江戸時代中期から明治初
頭まで、知多大工がほぼ継続的に作事のため来訪
していたことがうかがえる。
　作事全体に占める比率で見ると、悉皆調査が行
われている可児市においては、現代まで含めた全
体では 1236 点中 13 件の 1.1％、近世だけに限っ
ても 2％未満だが、妻木町においては棟札だけで
も全 341 点中 23 点の約 6.7％、近世だけに限れ
ば約 12％という比率で、可児市に比べかなり高い
割合を示す。多治見市内での調査状況は断片的だ
が、すでに 20 件以上確認されており、多くの神
社でそれぞれ 1 度か 2 度は知多の大工の名前が見
られる傾向にあることから、妻木町の状況に近い
と思われる。また、尾張・三河地方での情報は少
ないものの、長久手町では数例が確認でき（８）、日
進町では 36 件中 10 件に関与が見られる（９）こと
から、可児市よりも作事数は多くなりそうである。
こうした傾向から、知多大工の出稼ぎ先としては、
可児市は比較的希薄な縁辺部にあたり、その中心
はもっと南の多治見市から瀬戸・長久手や三河方
面に伸びていく可能性が高いと推定する。今後瀬
戸市や豊田市などの状況にも注目したい。
　知多郡内の出身村別に見ると、表１のとおり知
多半島内でも特に切山・片名などの南部の諸村が
多数を占めるが、岸幕家を始めとした宮大工が集
住していた阿久比横松村出身者の名は、近世では
見られない。『尾張徇行記』に大工稼ぎの記述のあ
る切山・古
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土の各村に関しては、い
ずれもその出身者の名が見られ、中でも行き先が
濃州・三州と明記されている切山村は、その記載
内容と符合して突出して多く、約 4 割を占める。
一方、同書に記載のない片名村出身者は、東濃地
方では幕末から明治初頭にかけて他村より遅れて
従事する傾向がみられる。同村の大工は、豊橋市
清須町神明社において寛文 3 年（1663）および寛
政 5 年（1793）の遷宮造営時に従事している（10）

ので、元々近場の三河方面には早くから出稼ぎを

行っていたものと思われる。東濃方面へは、行き
先を変更もしくは拡大したのではないか。
　上記のように、一部は『尾張徇行記』に記載に
ない村の従事もあるものの、概ね記載内容を裏付
ける状況と言えよう。
　異なる知多の村出身者が共同して従事している
事例は、現時点ではわずかであり、基本的には各
村内の大工で請け負っている。また、一部は東濃
の地元大工が棟梁を務め、その配下の小工の扱い
となっているが、大多数は単独もしくは同じ知多
の大工との連名で棟札に記されている。
　個々の大工の動向を見ると、切山村の久保忠八
郎重国は、土岐郡久尻村土合郷・同妻木村で従事
が確認されており、同じく切山村の久保忠兵衛は、
土合郷・妻木村・恵那郡水上村において作事を行っ
ている。両大工は土合郷と妻木村で活動している
ことが共通しており、血縁者の可能性も考えられ
る。久保忠兵衛の場合、現在の行政区画上の多治
見市・土岐市・瑞浪市の範囲で仕事をしているこ
とになり、かなり広域にわたっていることがわか
る。一方で、妻木町の作事にみられる大工は、可
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児市・日進町・長久手町では共通した名前はなく、
ある程度営業圏のようなものが異なっていた可能
性も想定される。それぞれの営業圏の問題につい
ては、棟札調査が依然断片的であるため、実態の
把握は現時点では難しいが、このように一部はか
なり広域にわたっており、今後広域的な情報の蓄
積により、次第に明らかとなることを期待したい。
　作事内容としては、社殿の建立・再建以外に、
葺替・修築も行っている。総じて葺替等の部分修
理よりも、再建などの大がかりな作事への従事が
多い。変わったものでは、明和 4 年（1767）に
可児市広見星宮鳥居建立棟札で切山村の久保半助
好造は「鳥居大工」と記されており、鳥居の建立
を得意とした職人であったのかもしれない。切山
村の大工は、これ以外に可児市内において 2 件
の鳥居建立に携わっており、他地域と比べてやや
特殊な傾向を示している。

４．地元大工との関係　―土岐郡妻木村に
　おける事例―
　ここでは、ほぼ悉皆調査が行われて、１村の通
時代的な傾向を見ることが可能であることから、
土岐郡妻木村（現土岐市妻木町）を例に挙げ、知
多大工と地元妻木大工との関係を考察する。
　妻木村は、江戸時代当初は土岐郡 8 ヶ村（7500
石）を支配した交代寄合旗本・妻木氏本家の中心
であった。しかし、万治元年（1658）に本家が
断絶となって、分家が移封・加増により改めて与
えられた上郷妻木（500 石）・下郷妻木（800 石）
以外の村は、幕末まで天領となった。
　地理的には、南西に隣接する笠原村から峠を越
えれば尾州半田川村に通じ、北側は盆地の平野部
続きで下石村を経て下街道の高山宿・土岐口宿に
至り、名古屋・信州方面へ通じる。南は隣の柿野
村を経て三州方面や中馬街道に通じている。
　文献資料から妻木村は、大工以外の分野にお
いても知多地方とは縁が深かったことがうかがえ
る。第一に農鍛冶は知多からの出鍛冶に依存して
いた。寛政年間の時点では、妻木村は知多郡大野
村と西ノ口村の 4 名の鍛冶親方による入会得意場
であったが、陰細工（鍛冶株を持たない職人の不

法就労）をめぐって知多で訴訟が起きている（11）。
第二に田普請（12）や石段構築といった土木作業に
おいては、何度も黒鍬の職人を招いていた（13）。妻
木八幡神社境内には、阿久比谷卯之山村の竹内友
右衛門が元治 2 年（1865）に寄贈した百詣石が
ある（149 頁写真 5・6）。当地へ黒鍬職人として
何らかの普請のため来訪した際に残したものと推
定する。
　その妻木村においては、これまでに中世から現
代まで 341 点の棟札が集成されている。これら
のうち近世のものが 182 点あり（146 頁資料 3）、
その中で知多の大工が従事している作事が 16 件

（文書を含めると 21 件）ある。江戸時代中期に
おける作事内容としては、規模的には小社ながら、
知多の大工は葺替などの部分修繕への関与よりも
建物全体に及ぶ再建のような作事への従事が多
く、この時期の村内社殿再建の半数に関わってい
る（146 頁資料 4）。これらのうち 4 件は地元妻
木等の大工との連名となっているが、ほとんどは
単独もしくは知多の小工との連名になっている。
　知多の出身村別の推移を見ると、妻木村内に
おいて享保年間に最初に従事するのは布土村であ
る。その後も同村は江戸時代中期のうちは断続的
にみられるが、寛延年間頃からは切山村が主体と
なる。さらに江戸時代後期に入ると、いずれの知
多の村も一旦従事が途絶え、一時空白期間の後、
幕末頃から明治初頭にかけて今度は片名村が急増
する。これらの傾向は、特定の人物や一族に限ら
ず、村単位で連続して従事するように見受けられ
る。
　次に、妻木村の近世中期から幕末までの棟札を、
20 ～ 30 年程度の年代別に区分し、地元大工の
姓から見た家数と、知多大工の従事した作事件数
の推移を示したのが次頁表 2 の一覧である。同
姓でも実際には複数で数えるべき家もあるであろ
うから、実際にはこれよりも若干多くなる可能性
はあるが、傾向を見る上では許容範囲の誤差と思
われる。
　このデータから、妻木村の地元大工は、江戸時
代中期時点で 2、3 家であったのに対し、18 世
紀末頃から急増する傾向が看取できる。特に最多
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表 2：江戸時代中期～幕末期の妻木村作事に見られる妻木大工と知多大工

となったのは天保・弘化年間で、区切りとしては
短期間ながら、10 家を数える。この期間は、妻
木村内において作事が多く行われた時期にも重
なっている。
　それに対し、知多大工は先述のように江戸時代
中期では比較的多く従事しているものの、江戸時
代後期に入るとほとんどなくなるので、地元大工
の家数との関係はちょうど反比例するような形と
なる。江戸時代後期では、名古屋や近隣の大工も
一部は見受けられるが、件数としては目立った数
ではなく、これらの勢力が知多の大工を駆逐した
とは考えにくいので、地元の大工の増加が知多大
工への依存度を減少させたと考えられる。
　ただし、妻木村内での作事件数は江戸時代後期
から幕末にかけては増加しているので、大工の需
要自体はむしろ拡大していたはずで、知多大工の
一時途絶の背景は単なる人員的な面だけでなく、
地元大工の技術的な成熟など外部への依存が減少
する別の要因も絡んでいる可能性がある。
　妻木における大工の系譜についても触れておき
たい。大工号は、同門の間では重安・重道・重
信というように１字を共通して名乗る傾向があ
り、系譜をたどる参考となる。妻木大工において
は「重」の系統が 6 家、「国」の系統が 3 家ある。
このうち「重」の系統では、今のところ妻木では

明和 2 年（1765）の妻木村神明神社再建におけ
る堀田茂吉重勝が初出である。その堀田茂吉は、
この作事も含めて知多郡切山村大工・久保忠兵衛
重房と２度、同郡（布土村か）の平野秀蔵と１度
共同で作事を行っており、知多の大工との接点が
多かった人物であることが注目される。「重」の
大工号が知多大工の久保忠兵衛重房と共通するこ
とが偶然ではなく、師弟関係を結んだことによる
ものだとすれば、妻木村の大工は、知多の大工か
ら技術的な影響を受けてその後拡大していった可
能性も考えられる。

５．知多大工の作事例と請負工程について
　ほとんどの棟札では、年代・大工の氏名・大工号・
作事内容程度しか情報が得られず、契約から竣工
までの過程を詳細にうかがうことは難しいが、あ
る程度詳しく書かれた文献史料が残っている作事
例も少数ながら存在する。ここでは多治見市新

しん

羅
ら

神社と御嵩町愚渓寺の事例を紹介し、そこからう
かがえる知多大工の作事請負工程を考察する。ま
た、現存する建造物の事例として崇

そう

禅
ぜん
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じ

鐘楼門、
妻木八剣神社拝殿、安昌寺山門を挙げる。

① 新羅神社（147 頁資料 5、149 頁写真図版 1・2）
　新羅神社は多治見市御幸町に所在し、素

すさのおのみこと

戔嗚尊・
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八幡神・八王子神の三柱を主祭神として祀る。創
建年代は不詳だが、現在残る棟札は、正保 3 年

（1646）から昭和 13 年（1938）までの計 31 点
である。
　現在の社殿は権現造で、すべて嘉永元年（1848）
に再建された時のものである。当時の史料として、
弘化 4 年（1847）および嘉永 2 年（1849）の棟
札、さらにこの作事に伴う弘化 2 年（1845）の
仕様書が残る。
　これらの史料の記載内容から、再建までの詳細
な工程と報酬の支払い過程を見ることができる。
まず、天保 12 年（1841）より再建費用の勧化帳
を付け始め、その 4 年後にあたる弘化 2 年（1845）
2 月に手斧始めを行っているので、この時点から
製材が始まったのであろう。契約時期は不明だが、
手斧始めから 1 ヶ月後の 3 月付けで大工から仕
様書が出されている。ここまでに手付金 30 両と
材木納品時の金 40 両、さらに同年 7 月にも中金
30 両が支払われ、合計すると全請負金額の半金
にあたる。
　「午之春ヨリ取掛テ」の記述は、弘化 3 年（1846）
春に柱立てと解釈すると、ここまでに基壇や亀腹
等の基礎部分の普請が完了していたことになる。
その後弘化 4 年（1847）11 月の奉納棟札は、釘
穴があることから上棟に伴ったものとみられ、柱
立てから 2 年弱が経過している。
　さらに約 1 年後の嘉永元年（1848）冬までに
あらまし「円成ス」とあり、仕様書に「残ハ主之
処皆出来迄」と記された残り 100 両分の報酬は、
この頃に支払われたものと思われる。嘉永 2 年

（1849）1 月付けの再建棟札（置札）は、遷宮式
に伴ったものと推測する。
　この造営の仕様書の署名は、知多郡片名村の大
工甚吉とある。これは嘉永 7 年（1854）の妻木八剣
神社拝殿再建棟札に見られる磯部甚吉郎重房と同
一人物と考えられる。また、新羅神社上棟時に記
したとみられる棟札には、知多郡の忠治・幸七・
松蔵の名があり、村名は不記ながらも、甚吉（甚吉郎）
配下の片名村出身者とみるのが順当であろう。
　この時の再建作料の材料費込みで金 200 両は、
当時の周辺寺社造営費用と見比べても、破格の巨

費である（14）。これは当地方で特に権威のあった
尾張藩御彫物師・早瀬長兵衛一族が、彫物部分を
請け負っていることも関係していると思われる。
また、葺師は可児市白髭神社本殿上葺棟札にもあ
る犬山熊野町の小川磯右衛門久昌・小川平八久栄・
小川伝右衛門久国らの一門で、遠く恵那市武並神
社本殿葺替にも出向いていることから、やはり優
れた職人であったと見ている。これらに見合う形
で、大工も質の良い者が選定されたと考えられる。
知多大工に対する当時の高い評価を示すものであ
ろう。この造営に先立って、近隣の欠梁郷白山神
社葺替や脇郷多度神社境内社・八幡神社修築に片
名村大工が従事しており、その縁も大工の選定に
影響を与えた可能性がある。
　仕様書には組物の詳細や間数など建物の構造が
明記されており、概ねこのとおりに仕上がってい
る。特に本殿の縁は四手先組物で支えられている
点が珍しく、彫物だけでなく建物の構造自体も技
巧が凝らされており、大工の技量の程がうかがわ
れる。
　知多大工が手がけた建造物のうち、現存してい
るものは数少なく、この社殿は規模も大きい上
に、詳細な工程が明らかとなっている貴重な事例
といえる。なお、仕様書には絵図をともなってい
たことが記されているが、残念ながら未発見であ
る。（参考：多治見市編『多治見市史通史編上』1980、

水野耕嗣『尾張藩御彫物師早瀬長兵衛木彫の軌跡』泉

良 2008、『可児市の神社棟札集成』前掲、国立歴史民

俗博物館編『社寺の国宝・重文建造物等棟札銘文集成

－中部編－』1995）

② 愚渓寺（148 頁資料 6、149 頁写真図版 3・4）
  愚渓寺は可児郡御嵩町に所在する古刹で、天保
11 年（1840）から弘化元年（1844）にかけて、
現在地に伽藍を移転している。この時地元中村の
大工棟梁利助と共同で従事したのが、知多郡矢梨
村の棟梁亀三郎とその配下の大工である。その後、
移転当時の本堂・庫裡は、近年になって建て替え
られた。
　移転工事の際の請書には 7 箇条の誓約が記さ
れており、その内容とは、①火の用心、②用材に
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関すること、③工事の際の片付けに関すること、
④支払いに関すること、⑤大工の質の保証と無断
で現場を離れないこと、⑥大工の風紀の厳守、⑦
他の作業場との兼務の禁止についてである。新羅
神社と同じくここでも絵図面が添付されていたら
しい。
　⑤と⑦の項には他所へ無断で大工を派遣しない
ことをわざわざ明記していることから、この集団
もしくは他の大工も含めて一般的に他の作業場も
掛け持ちで抱えるケースがあった可能性をうかが
わせる。
　報酬の支払についても言及しており、各棟梁の
出身村の庄屋を保証人に立てている。保証人を立
てる他の事例としては、享和 3 年（1803）の多
治見市奥蔵寺観音堂再建においても、地元池田町
屋村大工・野村専右衛門国信の保証人として同村
庄屋が署名している（15）ので、庄屋が保証人とな
るのは、それほど特別なことではないと思われる
が、大事業ゆえの慎重さがうかがわれる。（参考：

御嵩町教育委員会編『御嵩町の文化財』1980、東濃新

報「今昔日記」41　1965 年 5 月 18 日付掲載記事）

③ 崇禅寺鐘楼門（150 頁写真図版 7）
　崇禅寺は妻木町に所在する臨済宗妙心寺派の寺
院で、文和 3 年（1354）仏徳禅師の法嗣の果山
正位を開山として創建した。近世初頭は旗本妻木
家の菩提寺となり、境内に霊廟があるほか、代々
の位牌が残っている。
　鐘楼門は、山門から石段を上がった場所に位置
し、宝暦 5 年（1755）建立当時のものが現存し
ている。建立に至った経緯は、日東家文書によれ
ば、同寺の鐘が老朽化していたことにより新調す
るにあたって、それまでの鐘楼では矮小であった
ことと、あわせて山門が廃壊してしまっていたこ
とから、それらを一つにした鐘楼門を建立するこ
とになったものである。また、当時は同寺の創建
から約 400 年の節目にあたっていたことも背景
としてあった可能性が考えられる。
　この作事を担った大工は知多郡切山村の久保忠
八郎で、6 月 22 日に竣工している。彼は同年 1
月に妻木村那須家の氏神社も建立し、さらにさか

のぼって寛延 3 年（1751）には同村内八剣神社
本殿の作事を行うなど、妻木村と縁が深く、幾度
も足を運んでおり、余程腕を買われていたとみら
れる。
　構造としては、この周辺の地域では比較的規模
が大きな門である。屋根は入母屋造の檜皮葺だが、
古絵図では瓦葺の描写もあり、当初がどちらで
あったのかは定かではない。柱は 1 階部分が角
柱だが、2 階は円柱とし、上端部は禅宗様の粽と
している。彫物は木鼻の唐草文程度に留まり、寺
の落ち着いた雰囲気に調和している。築 250 年
を超えてなお目立った傷みはなく、保存状態は良
好である。

④ 妻木八剣神社拝殿（150 頁写真図版 8）
　八剣神社は旧妻木村内の島ごとに祀られている
社の一つで、鍛冶ヶ入・掛花の両島を氏子として
いる。棟札は慶安 2 年（1649）からの 25 点が
伝わっている。これらのうち 5 点で布土村・切
山村・片名村等の出身者の名を見ることでき、一
社でこれほど何度も知多の大工が作事で関わりを
持った例は外にない。
　現存の拝殿は嘉永 7 年（1854）に再建され、
後に昭和 27 年の修理を受けている。桁行 3 間梁
間 2 間、平入り入母屋造瓦葺の簡素な建物である。
懸魚および木鼻以外では特に彫物はない。
　この拝殿を手がけた大工は、新羅神社の項で触
れた片名村の磯部甚吉郎重房である。彼は同年の
3 月および 6 月には八幡神社穀蔵土蔵改修などの
作事も子息米次郎と共に従事している。

⑤ 安昌寺山門（150 頁写真図版 9）
　安昌寺は長久手町に所在する曹洞宗の寺院で、
天正元年（1573）の創建とされる。旧本堂は棟
梁斎藤定七之純以下切山村の 5 人の大工が手が
けたものだったが、昭和 55 年の建て替えですで
に失われている。
　山門は文久 3 年（1863）に建立されたもので、
棟札には大工として愛知郡山口村の大津磯右衛門
重嗣と知多郡切山村の斎藤桂助永寛の名が記され
ている。その後昭和 55 年に屋根部分と控柱の修
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理が行われた。
　門の形式は薬医門で、主柱上に渡された縦幅の
広い巨大な冠木により、正面から見た際に重厚な
印象を受ける。彫物は両側面に波形の笈形が付け
られている。（参考：『長久手町史　資料編 3　文化財』

1986）

⑥ 知多大工の請負工程　
　新羅神社と愚渓寺の事例では、絵図を伴った見
積書・仕様書・請書によって具体的な建築仕様を
示し、報酬の支払方法や金額を明記している。遠
方であるがゆえに、施主や地元との間に無用な心
配や摩擦が生じないよう非常に神経を使っていた
ことがうかがえる。これらの文書・棟札から工程
を推測すると、下記の図のような請負モデルが考
えられ、非常に近代的で合理的な方法がとられて
いる。江戸時代後期に当地方で一世を風靡した立
川流は、きわめて近代的な請負方式が特徴の一つ
として挙げられている（16）が、知多の大工も同様
に、技量だけでなく、こうしたきめ細かな契約上
の信頼性も東濃地方で多くの作事請負を獲得でき
た一つの要因だったのではないだろうか。
　知多の大工の請負の単位は、効率面で考えても、
個々の大工ではなく村や一門など組織的に行って
いたと考える。その根拠としては、第１に先述の
新羅神社社殿の造営では、仕様書と上棟棟札に記

載された大工名が異なっている。第２に妻木村内
の作事においては、個々の家系によらず村単位で
の請負の推移が見られた。仮に個々の大工が独自
に営業をしていたとすれば、もっと諸村がランダ
ムに請け負う傾向となっていたはずである。
　具体的なモデルとして、あらかじめ一定範囲の
村々を代表者がまわって、受注を受けて知多から
必要な人数を派遣する方法や、大野鍛冶のように
拠点となる寄宿先を設定して一定人数の大工が来
訪し、近隣から受注する方法が考えられる。知多
大工がどのような組織を持っていたかは、今のと
ころ不明な状況だが、今後文書などの史料が発見
されれば、改めて検討したい。

６．東濃地方で知多出身大工が従事した背景
　知多の大工が出稼ぎで仕事をすることは、地元
の大工にとっては自身の生計を脅かす恐れがあっ
たはずであるし、地元経済にとっても貨幣流失と
いう意味ではマイナス要因となりうる。それでも
知多の大工が東濃地方においてこれほどの数の作
事に従事した背景とは、何だったのだろうか。
　最も考えられるのは、技術的な優越である。新
羅神社や愚渓寺移転のような大事業に関わってい
ることはそれを裏付けているし、妻木村において
も、江戸時代中期において再建などの大がかりな
作事を中心に、ほとんどが地元大工の配下ではな

知多大工の請負モデル
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く単独で請け負っている。それは単に安価な労働
力として地元大工の人手不足を補うというより
も、技術面での高い信頼を示していると考える。
具体的に地元大工と比較してどのような優越点が
あったのかは、残念ながら比較検討ができるよう
な現存する建造物がほとんどない上、知多全体の
大工の技術を一括りにできるかもわからないの
で、言及することは難しいが、現時点で仮説とし
て考えられる要素として以下を挙げたい。
　① 経験と技術の蓄積

　知多の大工稼ぎがいつ頃まで遡ることが可
能かは定かではないが、近世東濃の棟札に見
られるだけでも、何世代にもわたって相当数
の作事に関わっていたのは確実であろう。

　② 大勢の大工を抱え多様な建築内容を適材適
　　所で派遣する動員力

　知多の大工の組織がどのようなものであっ
たのかは、現地側の研究が進められていない
ので定かではないが、特に切山のように大工
が多くいた村では、大規模な作事に対し、一
度に大勢の大工を送り込むことが可能だった
であろう。また、近世の大工仕事は分業化が
進んだが、可児市星宮神社では「鳥居大工」
と記した棟札も見られるように、多様な建築
内容を総合的に請け負って適材適所で動員が
可能であったとすれば、個々の地元大工より
も優位に立てた部分ではないだろうか。

　③　知多の船大工で培われた精密な技術
　船大工の加工技術は、知多半島特有のもの
で、通常の社殿等の造営以上に精密さが要求
されるが、今のところ社殿等の建築に流用さ
れた証拠となる資料は見いだせない。

　④ 大野村の鍛冶集団に近いことにより、優れ
　　た鉄製工具が入手しやすかった環境

　黒鍬稼ぎが発達した理由の一つが、知多の
鍛冶が鍛造した大型で特殊な鍬にあった。今
のところ知多の民俗資料の大工道具は、船大
工のもの以外で筆者は確認できていないが、
知多の鍛冶職人は大工道具も製造していたと
されており、（17）大工にも同様な事情が当て
はまる可能性があるのではないか。

　⑤ 黒鍬職人との連携による石垣普請や基壇整
　　備などの土木工事との組み合わせ

　妻木八幡神社において、黒鍬職人が石段な
どの仕事も請け負っていたことが確認できて
いる。黒鍬の仕事は棟札には記されないため、
ほとんど表に出ることはないが、東濃地方各
地で相当数の普請に従事していたと考える。
また、先述の愚渓寺移転工事においては、請
書に「地形より建前瓦葺、壁上塗、諸雑作、
高塀まで相違なく出来仕るべく候」とあり、
整地から仕上げまで一貫して請け負ったとみ
られる記述である。

　　
　一方、知多大工側が東濃を行き先に選択した理
由としては、政治的な背景として出稼ぎを行いや
すい環境があった可能性も考えられる。作事行為
に対する規制が施された事例を挙げると、長州萩
藩では寺社の作事の際、規模や構造、古材使用の
有無などが厳密に定められ、事前に寺社奉行所へ
申請が義務づけられていた（18）。また、経済的な
面においても、地域によっては産業振興とそれに
伴う自領大工の営業権益保護の統制がある。畿内
６国においては、中井役所が領域内の作事におい
て他国大工の流入を厳しく取り締まっていたこと
が知られている（19）し、尾張藩領の廿原村・三之
倉村・小木村においては、幕末期には他国からの
大工の入職を禁じ、その遵守を促す廻文が残って
いる（20）。
　可児郡・土岐郡は天領・旗本領・尾張藩領がほ
とんどで、今のところ萩藩のような細かい統制
や、尾張藩の知多大工が活動する上で支障となる
ような規制があったことを示す史料は知られてい
ない。こうした規制が及ばず、営業に障害のない
環境にあったことが、出稼ぎ先として東濃地方を
選択した理由の一つであったことが想定される。
　また、大工だけでなく黒鍬や大野鍛冶も東濃を
出稼ぎ先の一つとしており、知多地方以外でも泉
州や信州高遠の石工も当地方で石鳥居や灯籠など
を数多く建造している。このように外部の様々な
業種の人々に対して開かれた地域性が土壌として
存在していたことにより、それぞれの出稼ぎの
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ルートとして確立されたということではないだろ
うか。

７．今後の課題
　本稿では、知多大工の作事例から、現時点で想
定される活動の様相や背景を述べたが、先行研究
に乏しく、その裏付けは不十分であることは否め
ない。知多大工を受け入れた村と受け入れなかっ
た村の有無とその理由、妻木村以外での地元大工
との関係、営業の方法と範囲、地元大工との技術
的な違いなど、なおも未解明な部分が多い。今後
東濃地方および三河地方の棟札の調査をより一層
進めることにより、広域的な分析に基づいた検討
が必要である。
　一方、知多側においても出稼ぎの出入記録や絵
図面などの文献史料、大工道具などの民俗資料、
知多大工による地元での作事例、世襲など大工の
系譜と一門の組織編成のあり方、黒鍬や鍛冶集団
との関わりなどの調査研究が求められる。出稼ぎ
大工を送り出した側と受け入れた側の双方で情報
や研究をフィードバックさせていくことで、知多
大工の活動の実態を次第に明らかにしていくこと
が可能と考える。
　また、大工だけにとどまらず、農鍛冶や黒鍬な
どの出稼ぎルートとも重なっていることが示すよ
うに、遠隔地の地域同士の多面的な交流としてと
らえていく視点も必要であろう。
　近世の建造物は、現時点では文化財指定される
ことが少ないないため、老朽化すれば建て替えら
れ、失われてしまうことが多い。その意味では知
多大工が関わった建造物の調査は、年々究明して
いくことが難しくなっていく状況に置かれてい
る。このまま知多大工の業績が風化してしまうこ
とは惜しまれるので、今後研究が活発となること
を望んでいる。その思いから本稿ではあえて不確
定な要素を含む部分にも踏み込んだが、今後新た
な知見が得られれば、再検討していきたいと思う。
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きな畑を造成したり、棚田をならして一枚の田
につくりかえる「畝まし」や、水田の水漏れを
防ぐために土を練って粘りを出す「床しめ」は、
黒鍬職人が得意とした技術である（『近世出か
せぎの郷』知多町文化財資料第 8 集　知多郡知
多町教育委員会　1966）。

（13）　妻木八幡神社文書より。
（14）　例えば享和 3 年（1803）多治見市上野町

奥蔵寺観音堂再建で金 12 両 2 分に扶持米 4 石、
安政 5 年（1858）春日井市内津町内津妙見宮
護摩堂建立で金 70 両である。

（15）　「奥蔵寺観音堂再建請書」『多治見市史　在
地史料編』所収。

（16）　伊藤龍一「立川流の大工とその彫物」『社
寺彫刻　立川流の建築装飾』淡交社　1994。

（17）　「知多の匠の工人達～大野鍛冶～」鍛造技
術の館　大野鍛冶コーナー副読本。

（18）　妻木宣嗣「萩藩における寺社建築物に対す
る建築規制と作事申請手続き上の違反について
―萩藩の建築規制に関する研究　その１―」『日
本建築学会計画系論文集』第 541 号　2001、妻
木宣嗣「17 世紀後期～ 18 世紀前期、萩藩の武
家屋敷に対する申請規定を通してみた建築行政
について」『日本建築学会計画系論文集』第 592
号　2005。

（19）　木場明志「宗祖に出遇うご修復 - 本山両堂ご
修復を通して -（9）寛政度再建への職人派遣」

　お東ネット http://www.ohigashi.net/oshiete_
　goshufuku09.html

（20）　「池田町屋村大工取締方廻文」『多治見市史
　在地史料編』525 頁所収。
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1. 新羅神社拝殿

2. 新羅神社本殿

3. 愚渓寺庫裡・方丈（建替前）

4. 愚渓寺本堂（建替前）

5. 妻木八幡神社百詣石（上）
6. 同上寄進者銘部分（下）

「尾州知多郡阿久比谷卯之山村
竹内友右エ門
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宝暦 5 年（1755）　知多郡切山村大工　久保忠八郎建立

7 － 1. 崇禅寺鐘楼門正面（土岐市妻木町） 7 － 2. 崇禅寺鐘楼門側面

8. 八剣神社拝殿（土岐市妻木町） 9. 安昌寺山門（長久手町）

嘉永 7 年（1854）
知多郡片名村大工　磯部甚吉郎重房建立

文久 3 年（1863）
山口村大工　大津磯右衛門重嗣・
切山村大工　斎藤桂助永寛建立


